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　正月飾りなどを持ち寄って焼き、新年の健康を祈る「ど
んど焼き」が内子町内各地で行われました。
　大瀬三島神社で開かれたどんど焼きには、約 60 人が
参加。この地域では、どんど焼きをするときに「井戸組」
という木の囲いを作ります。30 年間、井戸組を作って
きた徳田清

きよはる

治さんは「参加する子どもが減って寂しいが、
大切な行事を次世代に継承したい」と話しました。

いつまでも継承したい伝統行事――
町内各地で「どんど焼き」

きれいに組まれた井戸組を囲って、餅を焼く参加者

　今年で40回を迎えた恒例の新春俳句大会（内子町文化
協会主催、水口盛

もりとし

壽会長）が１月15日、共生館で開かれ
ました。参加した63人から126の投句があり、15句が入
選。最優秀賞にあたる内子町長賞を受賞したのは、酒井
絹
き ぬ こ

子さん＝大洲市＝の「冬
とうれい

麗やうれしいときも涙出で」で
した。また今回からは「山田きよ賞」が新設され、大洲市
の宮元ちず子さんが初の受賞者となりました。

愛好家が詠む内子の新年――
「第40回内子町新春俳句大会」

投句する作品を慎重に選ぶ参加者の皆さん

大瀬小学校の新築木造校舎が完成

木の香りに包まれて新学期がスタート

　内子町内の各小中学校で始業式が行われた１月10日、
大瀬小学校では新しい校舎で３学期がスタートしました。
　登校前に仮設校舎に集まった先生と児童は、仮設校舎
へのお礼と新校舎へのあいさつをして、全員で新しくなっ
た校舎に登校しました。山田眞

しんいち

市校長は「子どもたちの
楽しそうな声が響いている。素晴らしい校舎に応える、日
本一の学校にしたい」と話しました。

1_沖田の田んぼで、七草の見分け方などを聞く参加者
の皆さん　２ _たくさん採った七草を広げて見せる子
どもたち

　文化交流ヴィラ高橋邸を運営する「風
ふうが

雅」は１月 11 日、
内子町に 100 万円を寄付しました。組織を代表して、大
野千

ち よ み

代美さんと田中泰
やす こ

子さんが来庁。「長年掛けて貯め
た大切なお金。高橋家の史跡の保護などに役立ててほし
い」と稲本隆

たかとし

壽町長に手渡しました。
　「風雅」は発足から20年間、地域の人たちが高橋邸を気
軽に利用できるよう、喫茶や宿泊の提供などをしています。

高橋家の史跡の保護・修理に役立てて――
「風雅」が20年間の収益金を内子町に寄付

稲本隆壽町長（左）と感謝状を手にする藤岡社長

寄付金を渡す大野千代美さん（中央）と田中泰子（右）さん

世界で活躍できる人材に育ってほしい

藤岡製作所が内子小へ英語教材などを寄贈

　内子町は１月 20 日、内子小学校へテントや英語の教
材などを寄贈した㈱藤岡製作所（藤岡孝

たかゆき

幸代表取締役社
長）に感謝状を送りました。
　同事業所は、寄付などを通じて地域の子どもたちの成
長や学びを応援しています。藤岡社長は「いろいろなこ
とに興味を持って勉強してほしい。国際的な社会に対応
できる大人に成長してもらえれば」と思いを伝えました。

1000年続く食文化を子どもたちへ――
みんなで楽しむ「春の七草探し」

　大人と子どもたちの触れ合いや、食文化の継承を目的
とした「春の七草探し」（内子児童館、内子自治センター
共催）が１月７日、内子自治センターで開かれ、地域の
子どもたちと寿楽会の会員など 46 人が参加しました。
　まず元教員の芳我トシエさんが、人日の節句や七草が
ゆなどについて説明。百人一首の句を一つ挙げ、1,000
年以上も前から七草がゆが食べられていたことや、関東
地方などでは「七草なずな／唐

とうど

土の鳥が／日本の国に／
渡らぬ先に／ストトントン」と歌いながら七草を細かく
切ることなどを紹介しました。
　参加者は沖田の田んぼで七草を探した後、内子自治セ
ンターに戻り、できたての七草がゆを食べました。山本
奈
な な

々さん（内子小１年）は「知らない葉っぱをたくさん
覚えられて良かった。採った七草は、家に持って帰って
おばあちゃんにおかゆにしてもらう」とにっこり。内子
児童館の奥野貴

た か こ

子館長は「七草がゆが子どもたちに好評
で良かった。お年寄りも一緒に楽しんで、温かな雰囲気
で交流ができた」と喜びました。

真新しい教室で行われた英語の授業

２

1

　新春恒例の「初日の出を愛でる会」（立石自治会、愛
鱗会主催）が元日の朝、立石地区で行われました。今年
は雲一つない晴天。まばゆい初日が眼下に広がる雲海を
照らし始めると、参加者からは「見に来て良かった」「い
い年明けになった」と喜びの声が上がりました。
　会場では地元の人たちが準備した甘酒やぜんざいなど
が振る舞われ、希望に満ちた新年をみんなで迎えました。

みんなで祈る幸せな１年
立石地区で「初日の出を愛でる会」

初日を撮影する参加者。谷間には雲海が広がっていた


